
（２）石川県産業創出支援機構内「よろず支援拠点」と
の連携について

（３）広報誌第121号の発行について
５．活性化委員会より
（１）問屋まちスタジオ使用貸借契約更新について
（２）問屋まちスタジオの改修について
（３）問屋まちアートパーク「ｍｕ－ｋｕ」展示作品の買取

制度について
６．青年部会より
（１）11月定例会（清掃及び社員交流会）結果報告
７．事務局より
（１）事務局の年末年始について
（２）伊藤理事長の「中小企業庁長官賞」受賞について

●５日 理事会
１．総務委員会より
（１）中間決算について
２.組合運営委員会より
（１）町内一斉清掃について（結果報告）
（２）キュービクル過電流継電器修繕について
３．厚生委員会より
（１）インフルエンザ予防接種の実施について
（２）幹部社員研修会について
（３）金沢21世紀美術館のチケット配布について
４．情報戦略委員会より
（１）金沢市卸売業経営革新支援事業について
（２）当組合ホームページについて
（３）石川県産業創出支援機構内「よろず支援拠点」と

の連携について
（４）広報誌第120号の発行について
５．活性化委員会より
（１）問屋町活性化プランコンペ実績報告について
（２）作品買上補助制度について
６．青年部会より
（１）10月定例会について
（２）11月定例会について
７．事務局より
（１）商団連グループ保険について
（２）受賞および受章について
●16日 青年部会11月定例会（清掃及び交流会）　
参加総数105名（内青年部会10名）

●25日 ホームページセミナー　11社16名参加

●３日 インフルエンザ予防接種　216名接種
●３日 理事会
１．総務委員会より
（１）新年祭について
（２）新年互礼会について
（３）景況調査について
（４）集団健康診断の実施について
（５）第20共同駐車場の配管について
２．組合運営委員会より
（１）会館大規模修繕　外壁工事について
（２）金沢流通会館の発展的利用について（情報戦略

委員会より）
（３）外灯及び駐車場の修繕について
３．厚生委員会より
（１）第９回キマッシカップ・ボウリング（第33回商社

対抗ボウリング大会）結果報告
（２）インフルエンザ予防接種の実施について
４．情報戦略委員会より
（１）金沢市卸売業経営革新支援事業について

11

12

旭日小綬章受章

石川トヨペット株式会社
会長兼最高経営責任者（ＣＥＯ）

要明 英二氏
石川県自動車販売店協会長、県自動車
会議所会長をはじめ、県交通安全協会
長など多くの要職につき、業界の発展
に寄与した。

旭日小綬章受章

カナカン株式会社
取締役特別顧問

  ⻆間 俊夫氏
県法人会連合会会長などの要職にあり、
納税意識の普及に貢献した。

　仕事がうまくいかない時は、逆のやり方をすればいいと頭を切り替えて取り組むことを心がけて
いる。逆の発想、行動には宝の山がある。そんな教えをどこかで聞いたことがあるからだ。年末の衆
院解散、総選挙にも、どこかにそういう発想があったのかもしれない。
　この年末の忙しい時期。庶民の暮らしには一向に明るい兆しが見えないし、経済の状態も思わし
くない。そんな中での選挙は適切でないと、多くの人が感じたであろう。安倍首相の「みんなの思い
つかないことをやる」先にある宝の山とはいったいなんだろうか。政権をがっちり維持することが最
重要だと考えているとしか思えない。国民生活なんてそっちのけの感が、解散を「適切だとは思わな
い」との世論調査結果にはっきりと表れていたのではないだろうか。
　国会議員定数削減はじめ子育て支援、高齢者対策など、国民が取り組んでほしいと訴えていること
は遅々として進まない。反対に、この解散以外にも国民が望まない増税などは選挙の審判を経なくて
もどんどん進められている。突然の師走の総選挙を終えて思うのは、政党の垣根をこえて、もっと国
民と同じ目線でいられる人たちに政権を担ってもらいたいということだ。 （Ｔ．Ｋ）

●11日 幹部社員研修会　18社39名参加
●11日 インフルエンザ予防接種　193名接種

●19日 ＩＴ導入成功事例セミナー　10社12名参加

新たに始まったインフルエンザ予防接種の補助事業に
400名以上の申し込みがあった。

協同組合金沢問屋センター・キマッシカナザワ第121号　金沢市問屋町2丁目61番地　TEL.076－237－8585　●発行／協同組合金沢問屋センター　●編集／情報戦略委員会
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新年のごあいさつ
平成27年の経済見通し
未年男大いに語る
第７回石川県新人学童野球選手権 兼 （協）金沢問屋センター旗争奪大会
TOPICS
うちのキラリンさん
バトンエッセー
要明英二氏・⻆間俊夫氏　旭日小綬章受章
事務局だより

未
年
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拓
く
未
来
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
、
皆
様
に
謹
ん
で
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
旧
年
中
賜
り
ま
し

た
ご
厚
誼
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
株
式
市
場
で
は
、
平
成
25
年
の
大
納
会
で「
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
買
い
」と
豪
語
し
た
安
倍
首
相
の

も
と
年
が
明
け
、
大
発
会
で
は
３
８
３
円
と
大
幅

下
落
１
万
５
９
０
８
円
で
始
ま
り
、「
株
式
市
場
」

に
と
っ
て
は
波
乱
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
２

月
は
新
興
国
の
通
貨
危
機
で
今
年
最
大
の
下
落
と

な
り
１
万
４
０
０
８
円（
２
／
４
終
値
）を
記
録
、

４
月
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
問
題
の
影
響
で

さ
ら
に
下
落
し
１
万
３
９
１
０
円（
４
／
14
終

値
）を
付
け
ま
し
た
。
そ
の
後
一
時
回
復
す
る
も
、

８
月
に
は
米
国
が
イ
ラ
ク
へ
の
空
爆
を
開
始
、
国

内
で
は
貿
易
赤
字
が
深
刻
に
な
っ
た
影
響
で
１
万

４
７
７
６
円（
８
／
８
終
値
・
２
か
月
ぶ
り
の
安

値
水
準
）ま
で
下
落
、
そ
の
後
は
１
万
４
５
０
０

円
か
ら
１
万
６
０
０
０
円
台
前
半
で
推
移
し
、
現

在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
為
替
相
場
の
ド
ル
／
円

は
年
初
１
０
５
円
台（
１
／
１
引
値
）で
始
ま
り
、

年
前
半
の
ほ
と
ん
ど
は
１
０
１
円
か
ら
１
０
４
円

台
で
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
８
月
の
後
半
頃

か
ら
徐
々
に
円
安
気
味
と
な
り
、
10
月
ま
で
は
１

０
７
円
か
ら
１
０
９
円
の
レ
ン
ジ
相
場
と
な
り
ま

し
た
。
10
月
 31
日
に
日
銀
の
サ
プ
ラ
イ
ズ
に
よ
る

追
加
緩
和
以
降
は
、
一
気
に
１
１
０
円
台
に
突
入

し
さ
ら
に
円
安
傾
向
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
の
日
本
経
済
は
、
４
月
か
ら
の
消
費

税
増
税
に
伴
い
４
か
ら
６
月
期
に
景
気
が
失
速
し
、

足
も
と
の
個
人
消
費
の
回
復
ペ
ー
ス
が
鈍
く
な
る

な
ど
、
経
済
が
成
長
軌
道
に
回
復
で
き
な
い
と
の

認
識
か
ら
、
11
月
18
日
の
消
費
税
増
税
の
先
送
り

と
な
り
ま
し
た
。

　
日
銀
の
大
胆
な
金
融
緩
和
や
政
府
に
よ
る「
プ

ロ
ビ
ジ
ネ
ス（
企
業
寄
り
）」の
政
策
を
通
じ
て
実

際
、
企
業
部
門
の
好
調
が
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
を
通
じ
て
、
個
人
部
門
に
好
影
響
を
お
よ
ぼ

す
平
成
27
年
で
あ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

　
ま
ず
は
世
界
経
済
の
動
き
か
ら
で
す
が
、
欧
州

経
済
は
ユ
ー
ロ
圏
の
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ

リ
ア
の
３
大
国
の
景
気
停
滞
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

ド
イ
ツ
の
国
内
消
費
は
し
っ
か
り
し
て
い
ま
す
が
、

ド
イ
ツ
企
業
の
鍵
を
握
る
の
は
、
国
内
需
要
で
は

な
く
国
外
需
要
の
見
通
し
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

ユ
ー
ロ
安
の
追
い
風
は
あ
る
も
の
の
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
問
題
を
筆
頭
に
地
政
学
的
な
リ
ス
ク
が
解
消
さ

れ
る
見
通
し
は
立
っ
て
お
ら
ず
、
需
要
回
復
は

遅
々
と
し
て
い
る
た
め
、
輸
出
の
力
強
い
回
復
は

期
待
し
が
た
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
フ
ラ
ン

ス
と
イ
タ
リ
ア
は
、
財
政
健
全
化
と
雇
用
コ
ス
ト

削
減
の
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
景
況
感
の
改
善
が
先
ん

じ
て
頭
打
ち
と
な
っ
て
い
る
感
が
あ
り
ま
す
。

　
米
国
は
当
面
、
２
０
１
６
年
の
大
統
領
選
を
に

ら
ん
だ
対
応
を
含
め
た
駆
け
引
き
が
想
定
さ
れ
、

オ
バ
マ
大
統
領
と
共
和
党
の
対
立
が
深
ま
る
よ
う

で
あ
れ
ば
、
様
々
な
時
限
立
法
措
置
が
期
限
切
れ

を
迎
え
、
財
政
が
米
国
経
済
の
回
復
を
妨
げ
た
り

す
る
可
能
性
が
出
て
く
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
こ

う
し
た
政
治
情
勢
の
帰
趨
は
、
金
融
政
策
の
行
方

に
も
波
及
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
か
つ
て「
あ
と
数
年
も
す
れ
ば
、
米
国
の
石
油

は
全
部
掘
り
尽
し
て
し
ま
う
」と
言
わ
れ
て
い
た

原
油
問
題
で
す
が
、
技
術
の
開
発
で
採
掘
が
可
能

に
な
っ
た「
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
・
オ
イ
ル
」に
新
し

い
供
給
を
見
込
め
る
よ
う
に
な
り
生
産
が
拡
大
し

て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
雇
用
や
住
宅

市
場
の
回
復
を
背
景
に
、
堅
調
な
個
人
消
費
の
拡

大
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
量
的
緩
和
策
が
終
了
し
た

も
の
の
、
金
利
上
昇
が
小
幅
に
と
ど
ま
れ
ば
、
実

体
経
済
へ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
り
、
財
政
問
題

を
巡
る
不
透
明
感
も
和
ら
ぎ
、
高
め
の
経
済
成
長

が
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
次
に
日
本
経
済
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
５
年
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
見
通
は
＋
２
・
１
％
と
予
想
さ
れ
、

消
費
増
税
に
伴
う
駆
け
込
み
と
反
動
減
が
収
ま
り
、

徐
々
に
回
復
軌
道
に
回
帰
し
て
い
く
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
景
気
回
復
に
は
実
質
所
得
の
伸
び
が
必
要

不
可
欠
で
、
そ
れ
は
供
給
制
約
と
い
う
日
本
独
自

の
構
造
変
化
に
起
因
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
足
元
の
遊
休
労
働
者
は
32
万
人
ま
で
減
っ
て
お

り
、
労
働
力
の
枯
渇
は
時
間
の
問
題
で
、
労
働
者

の
希
少
性
を
高
め
る
と
共
に
賃
金
上
昇
率
を
高
め
、

中
小
企
業
で
も
大
企
業
並
み
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が

実
現
す
る
と
み
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き
は
企

業
部
門
に
対
し
て
は
生
産
を「
労
働
力
」か
ら「
機

械
」に
代
替
さ
せ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
与
え
ま
す
。

　
経
済
が
落
ち
着
く
に
つ
れ
設
備
の
更
新
投
資
の

再
開
の
動
き
が
み
ら
れ
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後

は
緩
や
か
な
増
加
ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

消
費
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要
に
よ
り
ト
レ
ン
ド

ラ
イ
ン
を
上
振
れ
た
部
分
の
調
整
が
起
き
て
い
ま

す
が
、
足
元
で
は
底
入
れ
し
つ
つ
あ
り
、
設
備
投

資
は
持
ち
直
し
に
転
ず
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
為
替
相
場
に
つ
い
て
は
、
米
国
経
済
が
安
定
す

る
と
、
米
国
の
金
利
が
上
が
り
ド
ル
が
買
わ
れ
、

円
安
状
態
が
さ
ら
に
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
日
銀
は
今
ま
で
に
も
追
加
緩
和
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
イ
ン
フ
レ
率
を
２
％
ま
で
引
き
上
げ
る

た
め
に
は
さ
ら
に
追
加
緩
和
を
行
う
可
能
性
が
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
衆
院
総
選
挙
後
の
安
倍
政
権
に
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」の「
第
三
の
矢（
成
長
戦
略
）」の
強
化
に
よ

り
、
日
本
経
済
の
体
質
を
抜
本
的
に
改
善
す
る
一

年
で
あ
る
こ
と
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
地
元
石
川
県
に
と
っ
て
は
、
３
月
14
日

に
開
業
す
る
北
陸
新
幹
線
に
よ
る
経
済
効
果（
直

接
効
果
）は
、
観
光
で
約
61
億
円
／
年
、
ビ
ジ
ネ

ス
で
約
20
億
円
／
年
の
計
約
81
億
円
／
年
。
県
内

生
産
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
効
果（
第
一
次

間
接
波
及
効
果
）や
雇
用
者
所
得
の
増
加
が
消
費

を
経
由
し
て
県
内
生
産
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ

る
効
果（
第
二
次
間
接
波
及
効
果
）を
合
計
す
る
と
、

年
間
約
１
２
４
億
円
の
経
済
波
及
効
果
が
期
待
で

き
る
年
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　
私
ど
も
金
沢
信
用
金
庫
は
金
融
と
い
う
仕
事
を

通
し
て
、
地
域
経
済
の
発
展
の
た
め
に
フ
ァ
ー
ス

ト
コ
ー
ル
・
バ
ン
ク
を
目
指
し
て
努
力
し
て
い
く

所
存
で
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
皆
さ
ま
方
の
ま
す
ま
す
の
ご

健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
本
年
も
昨
年
同
様
に
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
本
経
済
は
徐
々
に
回
復
軌
道
へ
と
回
帰
、

地
域
経
済
は
新
幹
線
開
業
効
果
に
大
き
な
期
待

日
本
経
済
は
徐
々
に
回
復
軌
道
へ
と
回
帰
、

地
域
経
済
は
新
幹
線
開
業
効
果
に
大
き
な
期
待

平
成
27
年
の
経
済
見
通
し

金沢信用金庫問屋町支店
支店長  田中 弘明

平
成  26
年
を
振
り
返
っ
て

平
成  27
年
の
見
通
し

新
幹
線
開
業
！

チ
ャ
ン
ス
の
波
に
乗
ろ
う

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
日
本
全
国

で
様
々
な
自
然
災
害
が
発
生
し
、
地
球
環

境
の
変
化
を
感
じ
た
一
年
で
し
た
。
２
月

に
山
梨
県
を
中
心
と
す
る
関
東
で
の
豪
雪
、

８
月
に
豪
雨
に
よ
る
広
島
の
土
砂
災
害
、

９
月
に
木
曽
御
獄
山
の
噴
火
活
動
に
よ
る

災
害
、
11
月
に
長
野
県
北
部
の
地
震
災
害

等
、
い
ま
だ
行
方
の
わ
か
ら
な
い
方
々
を

含
め
被
災
者
の
皆
様
に
は
慎
ん
で
お
見
舞

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
方
、
景
気
の
面
で
は
年
初
４
月
の
消

費
税
引
き
上
げ
に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
が

発
生
し
、
売
り
上
げ
が
ピ
ー
ク
を

記
録
し
た
企
業
も
一
部
あ
り
ま
し

た
が
、
卸
売
業
全
般
に
厳
し
い
状

況
が
継
続
し
て
い
ま
す
。
特
に
８

月
以
降
の
景
気
対
策
に
よ
り
回
復

が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
ま
す
ま
す
厳
し
い
環
境

が
続
い
て
い
る
状
況
で
す
。

　
明
る
い
話
題
と
し
て
は
、
赤
﨑

名
城
大
学
教
授
他
２
名
の
方
が
青

色
Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
開
発
に
よ
り
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、
テ
ニ
ス
の
錦

織
圭
選
手
、
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー

ト
の
羽
生
結
弦
選
手
ら
若
手
の
活

躍
が
世
界
で
注
目
を
浴
び
ま
し
た
。

石
川
県
で
も
、
サ
ッ
カ
ー
の
ツ
エ

ー
ゲ
ン
金
沢
が
Ｊ
３
で
優
勝
し
、

Ｊ
２
へ
の
昇
格
を
勝
ち
取
っ
て
県

内
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た

角
界
で
は
遠
藤
関
に
続
き
、
達
改
め
輝
関

が
十
両
に
昇
進
し
先
場
所
10
勝
を
挙
げ
ま

し
た
。
将
来
が
楽
し
み
な
多
く
の
郷
土
力

士
た
ち
を
引
き
続
き
応
援
し
て
ゆ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
金
沢
で
は
駅
西
地
区
の
開
発
が

進
み
、
特
に
金
沢
駅
西
口―

金
沢
港
線
及

び
海
側
環
状
線
沿
い
に
新
し
い
企
業
・
店

舗
等
の
進
出
が
積
極
的
に
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
影
響
も
あ
り

金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
に
も
多
く
の
企
業
が

新
規
参
入
さ
れ
、
現
在
は
空
き
店
舗
が
ほ

と
ん
ど
な
い
状
況
で
す
。
そ
し
て
３
月
に

は
、
待
望
の
北
陸
新
幹
線
の
開
業
を
迎
え

ま
す
。
開
業
後
は
石
川
県
内
で
、
世
界
規

模
ま
た
は
全
国
規
模
の
学
会
や
大
会
の
開

催
が
数
多
く
予
定
さ
れ
、
経
済
効
果
も
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
我
々
も
こ
の
波
を
ビ

ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
て
頑
張
っ

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

地
域
社
会
と
連
携
、

と
も
に
力
強
い
発
展
を

　
組
合
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
年
度

最
重
点
事
業
と
し
て
掲
げ
た
流
通
会
館
の

空
調
設
備
等
大
規
模
改
修
工
事
に
つ
い
て

昨
年
９
月
に
臨
時
総
会
を
開
催
し
、
組
合

員
皆
様
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
会
館
運
営
に
プ
ラ
ス
に
な
る
も
の

と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度

初
め
て
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
補

助
事
業
を
実
施
し
、
４
０
０
名
以
上
の
組

合
員
の
皆
様
か
ら
お
申
し
込
み
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
来
年
度
以
降
も
継
続
事
業
と

し
て
前
向
き
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
に
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
と
も
に
、
組

合
員
企
業
を
対
象
と
し
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

研
修
も
数
多
く
行
い
、
情
報
発
信
の
強
化

を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
地
域
連
携
と
し
て
は
、
金
沢
美
術
工
芸

大
学
と
の
連
携
で
、
当
組
合
員
企
業
か
ら

の
素
材
提
供
に
よ
る「
問×

美
２
０
１

４
」展
及
び
問
屋
町
活
性
化
の
た
め
の
街

づ
く
り
コ
ン
ペ
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
当
組
合
の
後
援
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

る
石
川
県
学
童
野
球
新
人
戦
大
会
も
７
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
第
６
回
大
会
の
優
勝

チ
ー
ム
が
、
そ
の
翌
年
の
全
国
大
会
で
準

優
勝
を
飾
る
と
い
う
輝
か
し
い
実
績
を
あ

げ
ま
し
た
。
純
粋
で
将
来
あ
る
選
手
た
ち

の
今
後
の
活
躍
を
、
引
き
続
き
見
守
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域
と
積

極
的
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
当
組
合
の
こ

れ
か
ら
の
発
展
も
期
待
で
き
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
当
組
合
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た

め
、
ま
だ
ま
だ
課
題
は
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
の
ご
理
解
を
賜
り
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
頃
か
ら
当
組
合
事
業
へ
の
ご
理
解
ご

指
導
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
石
川
県
を

は
じ
め
金
沢
市
並
び
に
関
係
機
関
の
皆
様

方
に
は
、
一
層
の
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
衷
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、
組
合
員
並
び
に
関
連
企
業
の
皆
様

方
の
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご
繁
栄
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新年のごあいさつ新年のごあいさつ
協同組合金沢問屋センター理事長　伊藤 淳藏

期待ふくらむ2015年の幕開け
に集い、各組合員企業が懇親を
深めた。

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
�

平
成
27
年
の
新
春
を
迎
え
�

皆
様
に
謹
ん
で
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
�
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問
屋
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
に
は
日
頃
か
ら

お
世
話
に
な
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
年
末
に「
年
男
大
い
に
語
る
」の

原
稿
依
頼
が
事
務
局
方
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

歴
代
の
原
稿
を
読
ま
せ
て
い
た
だ
い
た
と

こ
ろ
、
立
派
な
文
章
で
ま
と
め
ら
れ
て
い

る
た
め
正
直
困
り
ま
し
た
が
、
こ
の
48
歳

の
年
頭
に
向
け
て
思
考
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

す
る
い
い
機
会
だ
と
思
い
受
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
本
年
一
番
学
ん
で
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
吉
田
松
陰
さ
ん
の「
狂
夫

の
言
」の
一
説
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

国
家
の
政
は
皆
大
臣
に
総
べ
ら
る
。
大
臣

勤
励
に
し
て
賢
材
な
ら
ば
、
百
弊
皆
除
か

る
。
何
ぞ
各
曹
相
軋
る
を
患
へ
ん
。
然
れ

ど
も
略
ぼ
今
時
の
弊
を
陳
べ
ん
に
、
学
官

曰
く
、「
人
材
は
宜
し
く
文
武
の
人
を
用
ふ

べ
し
」と
。
政
府
は
乃
ち
其
の
親
故
を
用
ふ
。

民
官
曰
く
、「
堤
防
池
沢
は
民
事
の
急
な
り
。

宜
し
く
官
金
を
捐
て
て
以
て
之
れ
を
修
築

す
べ
し
」と
。
兵
官
曰
く
、「
船
艦
砲
銃
は

兵
備
の
重
な
り
。
宜
し
く
公
帑
を
捐
て
て

以
て
之
れ
を
造
鋳
す
べ
し
」と
。
材
官
は

乃
ち
金
穀
常
計
あ
る
を
以
て
、
並
び
に
其

の
議
を
阻
格
す
。
政
府
の
令
出
で
て
行
は

れ
ざ
る
も
、
目
付
必
ず
し
も
糾
弾
せ
ざ
る

　

平
成
26
年
11
月
３
日（
月
・
祝
）と

８
日（
土
）、９
日（
日
）の
３
日
を
か
け

て
、金
沢
市
内
川
少
年
野
球
場
を
主

会
場
に
、県
内
の
支
部
大
会
を
勝
ち

抜
い
た
16
チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

　

優
勝
は
加
賀
学
童
野
球
ク
ラ
ブ
で
、

５
年
ぶ
り
２
度
目
の
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。中
条
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
と
の

決
勝
戦
で
は
先
制
す
る
も
猛
攻
に

あ
っ
て
一
時
逆
転
を
許
し
ま
し
た
が
、

そ
の
後
小
刻
み
に
得
点
を
重
ね
て
再

び
逆
転
し
、そ
の
ま
ま
８

－
５
で
逃
げ

切
っ
て
の
勝
利
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
式
及
び
閉
会
式
で
は
、連
盟

か
ら
当
組
合
に
対
し
て
感
謝
の
お
言

葉
を
頂
戴
し
ま
し
た
。今
年
は
天
候

に
恵
ま
れ
ず
順
延
し
て
の
開
催
と
な

り
、選
手
や
保
護
者
の
皆
様
は
も
ち

ろ
ん
、ご
尽
力
頂
き
ま
し
た
関
係
者

の
皆
様
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
組
合
員
企
業
の
皆
様
に
は
日
頃
よ

り
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
昭
和
42
年
未
年
生
ま
れ
の
年
男
で
す
。

こ
の
42
年
生
ま
れ
組
は
大
学
を
卒
業
し
た

頃
は
日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
景
気
に
浮
か
れ

て
い
た
時
期
で
、
就
職
も
売
り
手
市
場
で

し
た
。
し
か
し
２
〜
３
年
後
、
よ
う
や
く

仕
事
と
い
う
も
の
を
覚
え
か
け
た
頃
に
バ

ブ
ル
の
崩
壊
が
訪
れ
ま
し
た
。
そ
の
数
年

後
、
金
沢
に
戻
り
現
在
の
会
社
に
入
っ
て

か
ら
は「
失
わ
れ
た
20
年
」と
い
わ
れ
る

経
済
の
後
退
環
境
の
な
か
仕
事
を
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
本
年
は
金
沢
の
地
域
経

済
に
と
っ
て
、
千
載
一
遇
の
チ
ャ
ン
ス
が

訪
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
昭
和
42
年
に
北
回
り
新
幹
線
建
設
促
進

同
盟
会
が
結
成
、
昭
和
58
年
に
北
陸
新
幹

線
建
設
促
進
石
川
県
民
会
議
の
結
成
な
ど

を
経
て
、
平
成
17
年
に
富
山

－

白
山
総
合

車
両
所
ま
で
の
フ
ル
規
格
で
の
整
備
が
許

可
着
工
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
よ
い

よ
本
年
３
月
14
日
、
北
陸
新
幹
線
の
東
京

－

金
沢
間
が
開
業
し
、
多
く
の
人
が
こ
の

地
域
に
や
っ
て
来
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

人
口
３
４
０
０
〜
３
７
０
０
万
人
の
首
都

圏
と
約
２
時
間
30
分
で
結
ぶ
の
で
す
。
交

流
人
口
が
増
え
消
費
が
拡
大
、
こ
の
地
域

の
経
済
が
活
性
化
し
、
観
光
業
に
携
わ
る

企
業
だ
け
で
は
な
く
２
次
的
３
次
的
な
経

済
波
及
効
果
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
３
月
よ
り
地
元
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
の
ツ
エ
ー
ゲ
ン
金
沢
が
Ｊ
２
リ
ー

グ
で
戦
い
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。「
今
年
こ
そ
は
」「
今
年
も
ダ
メ
か
」

「
や
は
り
無
理
だ
ろ
う
」と
い
う
状
況
が

何
年
も
続
い
て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
Ｊ
３

初
代
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
き
、
見
事
昇
格

を
果
た
し
た
の
で
す
。
身
近
な
ス
タ
ジ
ア

ム
で
プ
ロ
の
サ
ッ
カ
ー
観
戦
が
で
き
る
の

で
す
。
こ
ち
ら
も
対
戦
相
手
の
サ
ポ
ー
タ

が
各
地
よ
り
や
っ
て
く
る
こ
と
と
な
り
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
伴
い
大
き
な
経
済
効

果
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

今
春
か
ら
の
こ
の
地
域
の
経
済
の
活
性
化

に
大
い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
平
成
27
年
の
ラ
ッ
キ
ー
カ
ラ
ー
は
金
、

緑
、
黄
だ
そ
う
で
す
。
皆
様
、
ラ
ッ
キ
ー
を

掴
み
良
い
年
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
！ 

本
年

も
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年

大
い
に
語
る

男

な
り
。
諸
々
の
頭
或
い
は
議
す
る
所
あ
る

も
、
政
府
必
ず
し
も
聴
納
せ
ざ
る
な
り
。

大
抵
一
曹
事
を
立
つ
る
や
、
他
曹
之
れ
を

阻
み
、
一
人
議
を
建
ず
る
や
、
衆
人
之
れ

を
廃
す
。
未
だ
曹
て
賛
々
と
し
て
襄
成
す

る
も
の
あ
ら
ざ
る
な
り

　　
国
家
・
組
織
・
企
業
の
硬
直
化
・
衰
退

の
根
本
原
因
が
垣
間
見
え
ま
す
。
28
歳
で

諫
暁
さ
れ
た
偉
大
な
先
人
の
信
念
を
考
察

す
る
と
き
、
前
に
進
む
勇
気
が
湧
い
て
き

ま
す
。

　
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

株
式
会
社
ア
ル
プ
企
画

常
務
取
締
役

　
　
　
髙
間 

俊
成

株
式
会
社
オ
ー
タ
ニ

常
務
取
締
役

　
　
　
大
谷 

方
人

未未

加賀学童野球クラブの皆さん、おめでとうございます！

石
川
県
新
人
学
童
野
球
選
手
権 

兼 （
協
）金
沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
旗

争
奪
大
会

加
賀
学
童
野
球

ク
ラ
ブ 

優
勝
！

第７回

地
方
経
済
の
活
性

　
多
分
ラ
ン
ニ
ン
グ
な
ど
に
興
味
の
な
い

方
に
は
、
な
ぜ
あ
の
よ
う
に
大
挙
し
て
マ

ラ
ソ
ン
で
走
っ
た
り
、
ま
し
て
や
そ
れ
が

市
長
選
で
の
選
挙
公
約
に
ま
で
な
る
の
か
、

理
解
し
が
た
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
国
内
で
こ
の
都
市
型
マ
ラ
ソ
ン
の
ブ
ー

ム
に
火
を
つ
け
た
東
京
マ
ラ
ソ
ン
を
例
に

と
る
と
、
２
０
０
７
年
に
始
ま
り
参
加
ラ

ン
ナ
ー
は
３
万
５
千
人
に
も
の
ぼ
り
ま
す
。

応
募
者
は
な
ん
と
そ
の
10
倍
を
超
え
る
30

万
人
以
上
が
申
し
込
み
、
そ
こ
か
ら
抽
選

と
い
う
狭
き
門
を
潜
り
抜
け
た
う
え
で
の

出
場
で
す
。
そ
れ
に
続
け
と
大
阪
、
神
戸
、

京
都
、
名
古
屋
な
ど
で
も
開
催
さ
れ
、
い

ず
れ
も
大
変
な
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
実
は
私
も
、
出
張
で
泊
ま
る
東
京
で
の

早
朝
ラ
ン
の
爽
快
さ
を
通
じ
て
東
京
マ
ラ

ソ
ン
に
興
味
が
わ
き
、
初
回
か
ら
応
募
し

続
け
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
３
年
、
７
回

目
に
し
て
初
め
て
抽
選
を
通
り
、
こ
の
一
大

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
印
象
は
ど
う
だ
っ
た
か
と
い

う
と
、
な
に
せ
ラ
ン
ナ
ー
だ
け
で
３
万
５

千
人
で
す
か
ら
コ
ー
ス
上
は
人
の
波
で
す

し
、
ス
タ
ー
ト
前
や
ゴ
ー
ル
後
は
人
が
留

vol.1
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エ
ッ
セ
ー

エ
ッ
セ
ー

ま
っ
て
大
渋
滞
と
な
り
、
人
ご
み
に
慣
れ

て
い
な
い
田
舎
者
に
は
マ
ラ
ソ
ン
以
上
に

気
疲
れ
す
る
部
分
で
す
。
こ
れ
だ
け
の
人

を
動
か
す
イ
ベ
ン
ト
の
運
営
は
大
変
だ
な

と
思
う
一
方
、
参
加
中
の
高
揚
感
は
今
風

の
お
祭
り
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー

も
様
々
な
装
い
を
し
て
エ
ン
ジ
ョ
イ
し
て
い

ま
す
し
、
応
援
す
る
側
も
様
々
な
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
エ
ン
ジ
ョ

イ
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
で
も
な
い

限
り
、
普
段
の
生
活
の
中
で
こ
ん
な
に
声

援
を
浴
び
続
け
る
こ
と
は
な
か
な
か
な
い

こ
と
な
の
で
す
。
地
域
ぐ
る
み
、
企
業
ぐ

る
み
の
応
援
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
東
京
マ

ラ
ソ
ン
の
人
気
の
秘
密
か
な
と
感
じ
ま
し

た
。

　

11
月
の
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
で
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
と
応
援
側
の
ム
ー
ド
作
り
が
う
ま
く

で
き
れ
ば
、
全
国
か
ら
の
参
加
ラ
ン
ナ
ー

の
満
足
と
金
沢
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

り
ま
す
。
決
し
て
安
く
な
い
応
援
者
を
含

め
た
交
通
費
・
滞
在
費
を
払
っ
て
で
も
毎

年
参
加
し
た
い
大
会
に
な
れ
ば
、
将
来
的

な
定
住
者
増
加
に
つ
な
が
り
、
地
域
の
経

済
に
必
ず
や
メ
リ
ッ
ト
を
生
む
も
の
と
な

り
ま
す
。「
風
が
吹
け
ば
桶
屋
が
儲
か
る
」

よ
う
な
話
で
す
が
、
あ
り
得
な
い
話
で
は

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
金
沢
マ
ラ
ソ
ン
で
は
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

参
加
し
な
い
人
に
も
、
応
援
で
多
く
の
人

に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
自
慢
の
大
会

に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

金
沢
マ
ラ
ソ
ン
へ
の
期
待

冨木医療器株式会社
代表取締役社長

冨木 隆夫

うちのキラリンさん
問屋町にお勤めの
元気な社員の方をご紹介します

小川株式会社 黒崎 夏未さん
成長できる仕事に感謝

　営業兼事務として入社して半年、配属されたファッション事
業部はチームワークがすごい！部長が熱心に指導してくださ
り、自分に不足していた「自分で考える力」を補っているんだ
という実感があります。今はまだ事務処理のお手伝いが中心
ですが、事務においても大切なことがあり、基礎をしっかり身
につけてお客様の前に出ることが大事だと教わりました。
　扱う商品は宝石やプレタポルテ、バッグなど私たちの世代
には手の届かない高価なものばかりで、勉強しておかないと
自信がなくてすすめられません。衣料品の仕入れにも同行さ
せてもらいましたが、先輩たちはお客様を思い浮かべながら
商品を選んでいました。私も早くお客様の顔を覚えなければ！
　仕事をするうえで大切なのは感謝の気持ち。「ありがとうご
ざいます」という言葉は声に出さないと伝わらないし、お客様
の気持ちになった自分なりのひと言をプラスすることが大事
だと思っています。

ごはんを食べることが趣味、作るのも！友人
とのランチは一番のストレス発散ですし、最
近は家族と行く機会も増えました。
ただ今、料理を勉強中で煮物が得意です。誰
か圧力鍋を買ってくださ～い。

　
こ
の
た
び
当
組
合
は
、
金
沢
21
世

紀
美
術
館
の
サ
ス
テ
ィ
ン
メ
ン
バ
ー

に
加
入
し
、
主
催
展
覧
会
の
招
待
券

を
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

組
合
員
企
業
に
お
勤
め
の
皆
さ
ん
に

配
布
い
た
し
ま
す
の

で
、
ご
希
望
の
方
は

組
合
事
務
局
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　
配
布
中
の
チ
ケ
ッ

ト
の
情
報
な
ど
、
詳

し
く
は
協
同
組
合
金

沢
問
屋
セ
ン
タ
ー
の

Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ

ペ
ー
ジ
ま
で
。

　
昨
年
10
月
か
ら
進
め
て
き
た
流
通
会
館
の
空

調
設
備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
が
無
事
終
了
し
ま

し
た
。

　
大
ホ
ー
ル
の

空
調
能
力
が
上

が
り
、
小
ホ
ー

ル
や
各
種
会
議

室
で
は
温
度
設

定
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
皆

様
の
ご
利
用
を

心
よ
り
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

金
沢
21
世
紀
美
術
館
の
展
覧
会

チ
ケ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

快
適
さ
が
ア
ッ
プ

金
沢
流
通
会
館
の
空
調
設

備
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
完
了
！
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